
省力化・定量化のための画像処理・AI を活用した外観検査の自動化 

～みえ産学官連携基盤技術研究開発事業 IoT・スマートものづくり検討会の事例紹介～ 
 

「製品外観の良品・不良品の判別を自動化したい！」、「外観検査の判定基準にバラつきがあ

り、定量化した基準を確立したい！」などの外観検査に関するお困りごとはありませんか？ 

 

工業研究所が実施する本事業では、「IoT・スマートものづくり検討会」を設置し、様々な分野を対

象に IoTに関する技術情報の提供や研究を行い、事業者の方々と一緒に理解・活用を進めています。 

「外観検査の自動化」に関するテーマでは、目視判定していた金属製品のメッキ汚れに関する外観

検査の判定基準を画像処理や AI を活用して定量化するという課題に取組みました。以下にその事

例をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この取組みでは、図のよ

うに、カメラで撮影した画

像から赤枠の検査箇所を

抽出し、画像処理・AI を用

いて品質を判定する手法

を提案しました。 

その結果、画像処理で

は、良品の輝度値範囲を、

AI では、良品・不良品の

データから学習した特

徴を判定基準とし、自動か

つ定量的に良品・不良品の

判定ができました。 

この他にも、当所の機器

やノウハウを活用して、技

術支援・共同研究など、事

業者ごとの課題に沿った

支援も可能です。 

本検討会のその他の事例については、こちらからご覧ください。 
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